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序

島根県教育委員会では松江土木建築事務所の委託を受け,1992年度馬橋川河

川局部改修に伴い石台遺跡の発掘調査を実施しました。

石台遺跡は松江市郊外を流れる馬橋川の下流にあり,縄文時代,弥生時代,

さらに中世の遺物が多く出土する遺跡として知られています。馬橋川の河川改

修に伴う調査は1978年度から開始しました。本年度の調査はその中心に近いと

ころと思われ,縄文土器,弥生土器,石器などが出上しました。今回の調査で

得られた資料は,当地方の縄文時代から弥生時代への移 り変わり及びその時代

の生活の実態を知る上で重要な資料と考えております。

本報告が広 く埋蔵文化財に対する理解と関心を高めることに多少なりとも役

立てば幸いです。

なお,発掘調査にあたりましては,各方面からの多くのご支援, ご協力をい

ただきましたことに厚 くお礼申し上げます。

1993年

島根県教育委員会

教育長 坂 本





例

1.本書は,松江土木建築事務所の委託を受けて,島根県教育委員会が平成 4年度に実施 した馬橋

川河川局部改修工事に伴 う石台遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査組織は次のと消りである。

調査主体 島根県教育委員会

事務局  目次理雄 (文化課長) 山根成二 (同課長補佐)

勝部 昭 (島根県埋蔵文化財調査センター長) 久家儀夫 (文化課長補佐)

工藤直樹 (調整企画係主事) 田部利夫 (島根県教育文化財団隔託)

調査員  内田律雄 (調査第4係長) 柳浦俊― (同主事) 守岡正司 (同主事)

石谷二朗 (調査補助員)

調査指導 千葉 豊 (京都大学埋蔵文化財研究センター)

遺物整理 若佐裕子,津森員弓,正井るみ子,堀江五十鈴,荒川あかね

調査協力 四中迪亮,山崎順子

3.挿図中の方位は,国土調査法による第Ⅲ座標系の軸方向で磁北より7° 12′ 東の方向を示す。

4。 本書第 1図の「周辺の遺跡」は建設省国土地理院発行の地形図を,第 2図の「周辺の地形図」

は松江圏都市計画図を使用 した。

5,掲載図面は調査員が作成 し,津森,正井,堀江,荒川が浄書 した。

6.本書の執筆は,調査指導の諸先生の助言を得て,調査員があたった。

7.遺物の実測は調査員があたり,遺物写真は柳浦,守岡が撮影 した。

8.本書の編集は,柳浦,守岡が協議 してこれを行った。

9.出土遺物,実測図及び写真は島根県教育委員会 (島根県埋蔵文化財調査センター)に保管 して

10。 本書で掲載 した航空写真 (図版 1)は爛ワール ド航測の撮影による。

11.石台遺跡発見者の恩田清氏には多大な協力,助言を得た。1977年調査当時の現地の風景,土層

などの写真は恩田氏の提供による。

12.参考として1977年 に恩田氏が採集された資料の一部についても写真を掲載 した。
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I 調 査 に至 る経 緯

石台遺跡は1976年冬に馬橋川の護岸工事中に焼橋付近で恩田清氏によって多くの縄文土器や石器

などが採集され,世に知られるようになった。地表下 1～1.5mの砂層から多量の縄文後期,晩期

の土器および石鍬とされる大型打製石斧が出土 した。これらの中には三角形石包丁や粗痕を有する

縄文晩期の土器が含まれており縄文農耕が論議された。また,弥生土器も多く出土 し,片岡善貞氏

ヽこの地を踏査され,焼橋の上流の右岸から南関東の須和田式上器 (搬入品)を採集されている。

馬橋川改修工事は順次行われてきた。1978年度に焼橋の上流部分で工事が計画されたため島根県

教育委員会は,調査を行ったが遺構や遺物は検出されなかった。また,1980年度には国道 9号バイ

パス建設工事に伴い焼橋上流の右岸に位置する水田地帯が発掘調査されたが,遺物などは発見され

なかった。このことにより遺跡の中心は焼橋付近から下流と考えられた。な為,現在では馬橋川周

辺だけでなく馬橋川から南東に約200m離 れた丘陵部も石台遺跡として扱われている。

1982,83年度には焼橋の下流左岸の護岸工事に伴い発掘調査を行った。この地点ではこれまであ

まり知られていなかった中世の陶磁器や土師質土器が出土 したが, これまで石台遺跡で確認されて

いた縄文・弥生時代の遺物は全体の10%し か検出されず,1978年の調査と内容が異なっていた。

馬橋川の下流ではほぼ護岸工事が終了し,水の流れをよくするため中洲状に残っている部分の土

取 りが計画された。焼橋の下流80mに広がる中洲状の地点は石台遺跡の中心と推定されており,発

掘調査が必要であった。そのため松江土木建築事務所と県文化課は協議を行い,1987年に試掘調査

を実施したところ,中洲の上流部から土坑とピットが確認され,土坑内からは突帯文土器や打製石

斧,磨製蛤刃石斧など多くの石器類が出上した。この結果,再度協議を行い,1992年度に中洲全面

を発掘調査を実施 した。調査区は川に接 して中洲状になっていることから安全を図るため周囲に矢

板を打ち,川の水位が下がる秋口から発掘調査を開始 した。調査は10月 5日 から開始 し12月 22日 に

終了した。調査中は予期せぬ降雨のため湧水が激 しく常時排水ポソプを作動させながらの調査で

あった。

1976年  恩田清氏,片岡善貞氏馬橋川護岸工事中に遺物を採集 註(1),(2),(3),(4),Q0

1978年 馬橋川改修工事に伴う試掘調査

1980年 国道 9号バイパス建設に伴う発掘調査 註 (5)

1982年  馬橋川改修工事に伴 う試掘調査 註 (7)

1983年 馬橋川改修工事に伴う発掘調査 註(8),Q0
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1987年  馬橋川改修工事に伴 う試掘調査 (土坑, ピッ ト検 出) 註 (9)

1988年  国道 9号′ミィパス建設 に伴 う発掘調査 註 (6)

1992年 馬橋川改修工事 に伴 う発掘調査 (今年度報告書 )

註

1.前島己基  「糎痕のついた縄文土器の破片」『季刊文化財』31 1977年

2.岡崎雄二郎・恩田 清 「石台遺跡について」『松江考古』創刊号 1978年

3.岡崎雄二郎  「山陰の縄文後期・晩期の諸問題」『日本考古学協会昭和52年度大会発表要旨』 1977年
4.江川幸子 。中村友博・松本岩雄  「松江市石台遺跡採集の須和国式上器」『島根考古学会誌』8 1991

年

5.島根県教育委員会・建設省松江国道工事事務所  『国道 9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調

査報告書』Ⅲ 1981年

6.島根県教育委員会 。建設省松江国道工事事務所 『国道 9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調

査報告書』Ⅳ 1983年

7.足立克己 「松江・石台遺跡」『島根県埋蔵文化財調査報告書』X 1983年

8.島根県教育委員会  『石台遺跡―馬橋川河川改修に伴う発掘調査報告』 1986年
9.江川幸子・内田律雄  「石台遺跡の試掘調査一炭火米を出上した縄文晩期の上療」『季刊文化財』62

19884F

10.広江耕え 「島根県内の中世の遺跡について」『中世土器研究』66 1992年

■.川原和人 「島根県における縄文晩期凸帯文土器の一試考―松江市石台遺跡出上の凸帯文土器を中′いと

して一」『島根考古学会誌』 1 1984年

I 遺跡の位置と歴史的環境

石台遺跡は松江市の南東に位置する馬橋川流域の沖積地に立地する遺跡である。地籍は松江市東

津田町石台に所在する。馬橋川は松江市南東の丘陵地帯にその源を発 し,大庭・山代地区といった

古代の要衝地を北流し,古志原町内でその流れを東に変え大橋川に注ぎ込む。その流れが変わるあ

たりに石台遺跡は所在 している。馬橋川は1978年 に護岸工事が行われるまでは,幅 5m程度の小河

川で流路を幾度も変えていたと思われる。

この遺跡は縄文時代前期・後期・晩期の上器をはじめ,弥生土器から中世に至るまでの遺物が出

土している。遺構は縄文時代の炉跡状の集石遺構や晩期の土坑が検出されている。

この周辺から出土 した最も古い遺物としては国道 9号バイパスに伴う調査で,石台遺跡 (今回調

査地点の南北約150mに 位置する丘陵)か ら安山岩製の大型のナイフ形石器と思われる石器が出土

している。また,下黒田遺跡でも旧石器時代の劉片石器がまとまって出土している。

縄文時代の遺跡としては石台遺跡の他に保地遺跡や竹矢小学校校庭遺跡がある。前者からは後期
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1.石台遺跡  2.高杉古墳群  3.舟津田追跡  4.タ ルミ遺跡  5.岡古墳群  6.岡横穴墓群

7.論田古墳群  8.室藤古墳群  9.古志原遺跡  10.向山西古墳群  11,大庭鶏塚古墳

12.山代二子塚古墳  13.井手平古境群  14.山代方墳  15.永久宅後古墳  16.来美廃寺

17.狐谷横穴墓群  18.来美墳墓  19.十三免横穴墓群  20.廻 田古墳  21.勝負遺跡

22.間 内赳墳墓群  23.平所遺跡  24.井 ノ奥古墳群  25.才ノ峠遺跡  26.東光台古墳

27.石屋古墳  28.荒神畑古墳  29.保地遺跡  30.手間古墳  31.岩船古墳

32.魚見塚古墳  33.朝酌岩屋古墳  34.朝酌小学校古墳

第 1図 周辺の遺跡 (国土地理陸 5,000分の1)



の土器,後者からは前期の爪形文土器が出土 している。

弥生時代になると石台遺跡の周辺の丘陵には多くの集落が営まれた。馬橋川が流れるこの平野の

南に位置する丘陵に石台遺跡をはじめ,勝負遺跡や平所遺跡などが点在する。そこから掘立柱建物

跡や竪穴住居跡が検出され,土器や多くの石器などが出土 している。また,古志原遺跡からは石斧

や石鏃が採集されている。墳墓については来美墳丘墓や間内越墳丘墓などの四隅突出墳丘墓が現れ

る。これらはいずれも後期の遺跡で,前期まで遡るものとしては布田遺跡,中竹矢遺,石台遺跡な

どわずかである。

古墳時代の集落としてケルミ遺跡,舟津田遺跡などがあり,奈良時代に続 くものである。一方,

古墳では前期古墳は今のところ知られていない。 しかし,中期になると大橋川や馬橋川の流域に出

雲を代表する大形の古墳が出現する。代表的なものとして大庭鶏塚古墳 (方墳,42m),井の奥 4

号墳 (前方後円墳,57m),手間古墳 (前方後円墳,57m),石屋古墳 (方墳,40m),竹矢岩船古

墳 (前方後方墳,47m)な どが挙げられる。

後期になると茶臼山西麓に山代二子塚古墳 (前方後方墳,94m),岡田山 1号墳 (前方後方墳 ,

24m)や御崎山古墳 (前方後方墳,40m)な どが築造される。また横穴墓も多く作られ,十三免横

穴墓群や狐谷横穴墓群などは多 くが群集 しているものとして知られる。この周辺は古墳時代の遺跡

が密集し律令時代に出雲国の中心となる基盤がこの時期に形成されたと考えられる。なお,築造時

期が不明であるが馬橋川の北側の丘陵にも高杉古墳群や室藤 ユ号墳など小規模な古墳が存在する。

次の律令時代になると『出雲国風土記』によると意宇平野に出雲国庁,意宇郡家や意宇軍団など

公的機関が置かれた。また,出雲国分寺や国分尼寺の官寺や,来美廃寺や四王寺跡などの私寺も建

立されこの地は出雲国の政治や文化の中心地であった。

中世には出雲国造館推定地黒田館跡,天満谷遺跡などで館跡・集落跡が検出されている。これら

の遺跡からは12・ 13世紀の輸入陶磁器が多く出土 し,石台遺跡からもこれらと同じ時期の白磁碗や

越州窯系や龍泉窯の青磁碗が出上 している。また,兵庫県魚住窯の須恵器や和泉型瓦器碗などの国

産の搬入品も検出されている。この時期の石台遺跡は「舟津田」の地名などから中世の水運にかか

わるなんらかの施設があったと推定されている。
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Ⅲ 調 査 の 経 過

今年度は,松江市東津田町石台所在の石台遺跡のうち焼橋の下流80mに位置する馬橋川の中洲の

調査を行った。現地での調査期間は1992(平成 4)年 10月 5日 から12月 22日 までの約 2ヶ 月半であ

る。

調査は1987年 の試掘を受け,当初,中洲上流部のみの計画であった。 しか し,当初試掘面積が限

られていたことから下流部に屯遺跡が広がっている可能性が強 く,中洲の全域に 7箇所のグリッド

を設けたところ中洲の最上流部と下流部で遺物包含層を確認 した。

このことから,表土および第 2層の無遺物層を重機で除去 し,以下を入力によって掘削すること

耕 土

褐色粘土層

砂礫層

三
黒
色
腐
植
質
土

弥生後期

弥生中期

弥生前期

(1～2cmの 不整シルト層あり)

黒色腐植質土 縄文晩期(黒土BI)

シルト層  縄支晩期(黒土BI)

黒色腐植質土

シルト層    縄支後翔

灰色粘土層

は地表面からの比高 (m)

にした。また,調査の便宣上,下流部をA区,上流部

をB区 とし,A区 から調査を行 うこととした。

A区では地表下約0.6mで 包含層が検出された。 (第

3層砂層 )。 ここから多 くの突帯文土器が出土 したの

で,第 3層 をA区全面に追いかけた。 しか し, この層

の範囲は 2m× 4mと 狭 く,厚さも薄かった。 ここで

は遺構は認められず,第 3層 は川の流れによって堆積

したものと考えられた。第 4層は植物質を含んだ暗茶

色粘質土で遺物はなく,一部で地山を確認 してA区の

調査を終えた。なお,第 1,2層においても若千の遺

物が出上 した。

B区は表土を除去 した後,最上流部で地山ブロック

と考えられる白色粘質上が多量に混 じる箇所で遺物が

出土 したため, ここで遺構の検出に努めた。 ここでは ,

第 4層での遺構の検出が困難なため地山まで掘 り下げ

た後,精査を行った。その結果,竪穴住居状遺構およ

~  
び濤状遺構が重複 して存在することを確認 した。この

作業を完了した後,B区 の地山面の測量を行 った。

以上の作業を行い,12月 22日 すべての現地調査を終

了した。

面水

-100

―-200

(注 )

第 4図 1977年調査時の上層略図(恩田清氏による)
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Ⅳ 検 出 遺 構 と遺 物

(1)土層の堆積状況 (第 4・ 5図 )

今回の調査では基本的に上から黄禍色粘質土層 (第 1層表土),第 2層は白色粘土ブロックや黄

褐色粘土ブロックを多量に含む黒色土層 (第 2層植物質を含む),青灰色砂層 (第 3層 ),植物質を

含む暗茶色粘質土層 (第 4層),地山 (白色粘質土)の順で堆積 していることが確認された (第 5

図)。

地曲はB区中央が最も高く (標高0.4m),東 ,西,南に向かうにつれて徐々に低 くなっており,

A区東端においては標高-1.2mの深さに達する (第 3図 )。

この地山の形状から考えると,今回調査 した地点は,調査区北側にある丘陵からさらに南に派生

した小丘陵の頂部に当たると思われる。その小丘陵は頂部で標高0.4mで あることから,縄文海進

時の沈殿物 (堆積物)に よって完全に埋没し,その後の海退によって現地形になったと推定される。

ⅢⅢⅢⅢユエ主|力|::i:,I雫 婁ⅢⅢ革:と孝キIⅢⅢI■■
=■

♯キ「
ⅢⅢⅢ・    卜司下下

「

~ | ~~―
―

1.責掲色±  2.暗黄褐色±  3.灰青白色粘土 ブロック 4.白 色粘土ブロック 5.黒色±  6.暗責褐色土

7.黒色 ブロック 8.灰青粘質±  9.暗灰粘質±  10.灰白色粘土 ブロック  11.黒色±  12.責 褐色土

13.白色粘土 ブロック 14.黒色±  15.黄褐色砂質±  16.黄 掲色 ブロック 17.灰白色粘土ブロック

18.黒色粘質±  19.明責褐色粘質±  20.暗茶色粘質±  21.黒色±  22.黒色±  23.黒 色土

24.黒 色粘質±  25.灰色粘土ブロック 26.黒色粘質±  27.黒色±  28.灰白色粘土ブロック
29.黒 色±  30.黒 色■  31.黄 褐色砂質±  32.黄褐色±  33.黒色±  34.灰白色粘土ブロック

第 6図  B区竪穴住居跡状遺構実測図(1:60)
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一方,1983年度馬橋川の左岸,埋没小丘陵基部付近と推定される地点の調査が行われ,地山は,標

高-1.2mで 検出されている。この調査結果では上述の地形の復元と矛盾するが,出土遺物が中世

のものであることを考えると丘陵が完全に埋没 した後に河川が流路を変えて現在の地点を流れるよ

うになったため地山検出レベルが違 うと想像される。

ところで,1977年恩田清氏が行った調査で確認された土層は第 4図に示すとおりである (恩 田清

氏実測)。 この上層図では地表下約 lmの「黒色腐植質土」から地表下約2.lmの「 シル ト層」

(「灰色粘土層」の上。地山と思われる)ま での約1.lmが遺物包含層とされる。土層図ではこの包

含層がさらに細分されているが,現在となっては恩田氏撮影の当時の写真を見ても詳細な土層は判

別できない。写真を見る限りでは,包含層は黒色ないし暗灰色の粘質土と縞状の砂層が互層状に堆

積 した層のようである (図版28～ 30)。 写真では遺物に砂がこびりついているものばかりで,主に

砂層中から出土 したことがわかる。この砂層の粒子が比較的大粒であることから, この包含層は河

川内堆積物と推定される。

恩田氏が確認 した包含層は,今年度調査区のうちA区第 3・ 4層 とよく似た状況と思われる。A

区では第 3層 (砂層)を包含層,第 4層を無遺物層としたが,第 3層は第 4層中に見られる砂層

(層厚数cm)と成因は同じかもしれない。遺物の包含密度が1977年調査地点と今年度調査地点とで

違 うのは両地点の微地形的な堆積条件の違いのためではなかろうか。

(2)堅穴住居跡状遣構 (S101 第 6図 ,図版 3～ 5)

B区の西側,地山がやや高 くなっている比較的平坦なところに位置する。暗茶色粘質土 (第 4層 )

から掘 り込まれ地山まで達する。平面形は不整楕円形を呈し,上場 4m× 4.8m,下場 3m× 3.8m

を測る。壁の高さは東側で0。 7m,西側は地山面から0.4mを測 り,壁はやや急な斜面になっている。

西側の壁を暗茶色粘質土層 (第 4層 )か ら見つけることは困難であった。

床面は水平に近いながらも凸凹が著しく標高は-0.65mに 当たり,柱穴は確認されなかった。床

面の東側には幅 lm,長 さ2mにわたリテラスがあり, このテラスと床面との比高差は10cln程度で

ある。このテラスからは25calほ どの丸みをもつ石材が 2つほど検出されている。また,北側にも方

形のテラスがあり,規模は一部が調査区外のため全体の規模は不明だが1.3m× 1.2mの規模で検出

され,床面との比高差は10～20clnを 測る。

上層の堆積状況 (第 6図,図版 4・ 5)は地山の上に黒色土 (第14層)が薄く流れ込み,その上

に地山と思われる灰白色粘土ブロックや黄禍色粘土ブロックが多く混 じった黄禍色上が堆積する。

出土遺物は遺構内全域から出土 しているが,東側壁際から多量に検出された。これらの遺物は上

層から縄文時代後期を中心とした土器が,床面付近からは弥生土器,石器,象1片などが出土してい

る。1976年 の護岸工事の時の残土が上に積まれたため上部に古い遺物が出土する現象が起きたと推

-11-



定される。

この遺構は平面形が不整形であること,床面が凸凹が著 しいことなどから,遺構の性格を竪穴住

居跡と断定するのに若千躊躇される。そのためここでは「竪穴住居跡状遺構」とした。

出土遺物 (第 7～ 10図,図版11～14) 縄文土器,弥生土器,石器が出上 しているが,いずれも

小片で全形を窺えるものはない。
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第 7図 石台遺跡SЮl出土土器(1)(1:3)
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縄文土器 (第 7図 1～ 16)は,後期,晩期の上器が出土 している。有文土器のうち第 7図 1～ 8,

10は いわゆる磨消縄文土器で,10以外は 2本沈線による施文である。 1,2が浅鉢, 3～ 5が深鉢

である。これらは沈線端部が不連続の入り組み状になっているものが多く,縄文帯の幅も狭いもの

ばかりである。10は縄文帯の幅が非常に狭 く, 3本沈線の可能性がある。これらは,典型的な3本

沈線の上器はないものの,福田K2式に併行すると思われる。

第 7図 9は胴部に縄文を施し顕部と胴部の境に沈線をいれるもの,14は 口縁部を肥厚させ複合鋸

歯文が施されるもので, ともに彦崎Kl式に併行すると思われる。

第 7図 16は 口縁部の下に突帯を付け,その上に浅い刻み目をいれる土器である。突帯を付けると

いう点では晩期の突帯文土器に似た要素であるが,突帯が口縁部のかなり下に付けられること,胎

上が晩期後半のものと違 うことなど,通常の突帯文土器とは異なる要素も多い。上器の趣きは瀬戸

内地方の中山B式に似ているが,中山B式の分布が広島県西部,島根県西部に限られるとされるこ

とから, この土器についていまのところ型式を当てることは困難である。

第 7図 11～13,15は無文の上器である。11,13が 浅鉢,12,15が深鉢である。15は後期,その他

は晩期と思われる。

第 8図 18は深鉢の底部である。中央部がややくぼみ,胴部との境は不明瞭である。後期または晩

期と思われる。

第 7図 17～19,第 8・ 9図は弥生土器で,そのうち第 7図17,18,第 8図 1,3,7,13は 前期 ,

その他は中期である。

第 8図 1,7は壺である。 とは頸部に刻み目突帯文, 7は肩部にへらによる1条の沈線文が施さ

れている。第 7図17,18,第 8図 3は甕で,へ ら状工具によって第 7図 17は 3条,18は 6条の沈線

文が,第 8図 3は沈線文の直下に円形の刺突文が施されている。13は甕の底部と思われる。

第 8図 2,4～ 6,第 9図 1～ 3,7,9,11,14,15は 重である。第 9図 2は 口縁部が直口気

味に,その他は朝顔型に大きく開き口縁端部は肥厚または垂下するものである。口縁端部には鋸歯

文,格子文,斜線文などが施されるもの (第 9図 1,2,7,11,14)と ,擬凹線文が施されるも

の (同 3,15)が あり,後者がやや新しいと考えられる。同図 7,11,14,15には内面にも突帯文 ,

刺突文,波状文などが施されている。なお第 7図 7の胴部には明瞭なモミ痕がみられる (図版26)。

第 7図 19,第 9図 4,5,6,8,16は 密である。第 7図 19,第 9図 6は 口縁部が外反,その他

は「 く」の字形に屈曲するもので,前者が中期前葉,後者が中期中葉と考えられる。第 7図 19は 3

条一単位のクシ状工具による施文を 5回繰 り返 している。第 9図 16は 口縁端部が平坦になるものの

肥厚 しない。これらは,中期中葉でも他よりやや古いと考えられる。4,5,8は 口縁端部が肥厚

し擬凹線を入れるものである。
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第 9図 10は鉢で, 口縁端部は肥厚 し平坦面をなす。

第 8図 8,9は高外脚部,第 9図12,13は高邦外部である。第 9図 12は 口縁部が鍔状の,13は月巴

厚して平坦面をもつ。

石器 (第10図)は石鏃 (同 図 1,2),擦 り切 り技法による石器未成品 (同 図 3),磨製石斧 (同

図6),打製石斧 (同 図7,8),磨製石包丁 (同 図 5),打製石斧様石器 (同図4),象1片 などが出

<宅杉珍診珍珍珍″″
1 02 �

7

0                                       1 0cm

第10図 石台遺跡SЮl出土石器 (4)(1～ 3は 7:10,4～8は 1:2)
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上した。第10図 2は石鏃と考えたが,細かな劉離はなく一面には主要象1離面が大きく残 る。石鏃と

しては調整が雑であることから,別器種の可能性もある。同図4,7,8はいずれも刃部に雑な二

次調整が施される。 7は側片とした部分につぶれがみられることから, この部分が刃部かもしれな

い。また 8の一面には自然面が大きく残ることから打製石斧未成品の可能性がある。 5は欠損部分

が大きいが,非常にていねいに研磨されている。 6は磨製石斧の基部で,断面形はほぼ円形を呈す。

以上の出土遺物のうち第 8・ 9図に示 した土器群が弥生時代中期中葉でもやや新 しい様相である

ことから,S101は このころの遺構と考えられる。

(3)滞状遺構 (SD01 第11図 ,図版 6・ 7)

竪穴住居状遺構の西側に重複 して標高-0.3mで確認された。現在,流路によって北側の壁は壊

されているようで,南側の壁だけが長さ8m,下幅1.4mの 規模で検出された。壁はほぼ垂直に近

く掘 り込まれ,壁高は約0。 5mであった。濤は東西方向にほぼ直線状に伸びる。一部では壁がオー

バーハングとなっている。

底面は東側に向かって低 くなっており,西側との比高差は10cllほ どである。最も低い部分 tよ標高

-0.6mで ある。

遺物はすべて覆土内からの出上である。遺物は弥生時代中期の土器であり,その中でも底部が多

い。また,玉髄質の石器もある。

/8a

一下

χ

／1.暗茶掲色粕質土

2.暗茶色粘質土

3.黒茶色粘質土

4.黒茶色粘質土

5.灰 白色粘質土

o                 2m

…

…

―

―

第11図 B区溝状遺構実測図(1:60)

竪穴住居状遺構との前後関係は土層の観察から濤状遺構が古いと推定される。

出土遺物 (第12図 ,図版14) SD01か らは弥生土器,石器が出土している。

第12図 2,3,6,8～ 10は いずれも前期の上器で, 3が重, 2が短頸壷,そ の他が重または甕

の底部である。 3の頸部には,浅い段が付けられている。
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同図 1,4,5,7は 中期中葉の土器で, 1が甕, 4,5が 重, 7が重底部である。 1は頸部が

「 く」の字形に短 く屈曲するもので, 口縁端部は肥厚 しない。 4は 回縁部内面に斜格子文,突帯文

などが, 5は頸部にクシ描による波状文が施されている。

同図■は玉髄質の剣片である。背面には自然面がわずかに残 り,主要素1離面と同様の方向の剣離

がみられる。二次加工はみられない。

以
10cm

第12図 石台遺跡SD01出土土器・石器(1:3)
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これらの遺物のうち,SD01に伴うと考えられるのは 1,4,5,7で ある。これらはS101の 時期

と考えた遺物群と同様中期中葉であるが,S101の上器群よりやや古い様相を呈 している。これは

S101と SD01の 重複関係と矛盾するものではない。

(4)A区第 3層出土遺物

A区第 3層からは比較的まとまった量の遺物が出上している。この層からは主に縄文土器が出土

しているが,わずかながら弥生土器も混在 している。 しかし, この層は 1～ 2層 と違い1976年のエ

事の影響を受けていない包含層であるため,こ こでは 1～ 2層の遺物と分けて掲載する。

縄文後期 第13図 1～ 23は後期の上器である。恩田氏採集資料では後期の上器は多くみられるが ,

今回の発掘では出土数はわずかである。 1,2,4,8,9,10,20は 深鉢,12,13,21は三

(12,13は 把手部分),14,16,19,22は 鉢,15は異形土器である。

1～ 9は磨消縄文土器である。 5は沈線が太いことから中津式と思われる。 1～ 4, 6～ 9は沈

線幅や縄文帯幅が狭いこと,沈線文が不連続で端部が入 り組み状になっている (4)こ となどから,

福田K2式 と考えられる。重も当該期のものが多いことから,12,13,21も福田K2式と思われる。

14,19は 口縁端部が肥厚する鉢形土器で19に は端部外面に縄文がみられる。ともに彦崎Kl式で

ある。

10,■ ,16～18,20,22～ 24は型式の比定が困難な土器である。16～ 18,23は沈線文が施される。

沈線文は16が細 く,17,18,23は やや太い。18は沈線端部が入 り組み状になる渦巻き文である。15

は無文で平面形が沓形を呈す。22は横走する条線がみられる。24は無文の粗製土器である。これら

は小片のため詳細な時期は不明であるが,布勢式または彦崎Kl式の時期と考えたい。

縄文晩期前半 第13図25～36,第 14図,第 15図 1は晩期前半の土器と考えた。第13図 25～36,第

14図 5は沈線文が施される土器である。沈線文は口縁端部近 くに 1条から2条はいるものと,胴部

稜のやや上に 1～ 2条はいるものとがある。また同図35は 口縁部内外面とも2条の沈線文が,36は

横沈線の上にさらに縦の短沈線が入っている。これらは小片のため全形を窺 うことのできるものは

ないが,第13図35が皿形の浅い器形,その他は第14図 1～ 3, 6～ 10と 同じ器形と思われる。第14

図 1～ 3, 6～ 10は胴部中程で強い稜がつき,口縁部が外反または内傾する。稜より上の口縁部は

長いもの (第14図 7～ 9な ど)と 短いもの (同図6)な どがある。口縁端部はほとんどが平坦に面

取 りされているが (第13図28,30～ 32な ど),ま れに丸いままのものもある (同図26)。 これらのう

ち第13図28,33,35な どは外面がていねいに研磨されている。ほとんどの上器は摩滅が進んでいる

ため磨き調整が確認でないものが多いが,本来はていねいに磨かれていたものも多いと思われる。

これらは晩期前葉でも古い時期に位置づけられると考えられるが,周辺地域との型式の対応などは

不明である。なお,第13図33に はモミ痕と思われる圧痕がみられる。
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第14図13,14も 胴部に沈線文が施されるものだが,沈線は浅 く引かれ幅は広い。13の右端には菱

形に掘 り込まれた文様がみえる。これらは胴部に屈曲がほとんどみられない器形のようである。こ

れらは瀬戸内地方の岩田4類に似た文様があり,土器の様相も似ていることから晩期初頭に位置づ

けられるが,上記沈線文土器との前後関係は不明である。

同図11は底径 4 clnを 測る小型の器種で,胴部は急に立ち上がる。胴部に細い沈線によって曲線文

様が描かれる。15志 小型の器種であるが,無文である。

第14図 4,12は浅鉢で4は 口縁端部が上方に繰 り上がるもの,12は 口縁端部が肥厚 し内面をてい

ねいに研磨するものである。16は 口縁端部がやや長 く伸びる浅鉢と思われるが,鉢の可能性もある。

4は晩期前半でもやや新 しいと思われる。

第15図 1は 口縁端部に大きな刻みを入れる土器である。器壁は前述の上器に比べると薄 く,調整

は二枚只条痕によっている。これは文様はないが調整,器厚などが瀬戸内東部の谷尻式に似ること

から,突帯文出現直前と考えたい。

第15図 2～ 5はボール形の浅鉢で, 口縁端部がうすく,わずかに外反 している。口縁部の形態か

ら突帯文土器に伴 う浅鉢と考えたが,詳細な時期は不明である。

第15図 6～25,第 16,17図 ,18図 1～ 3は突帯文上器である。小片が多く全形が窺えるものは少

ないが, 口縁部,頸部が外反するものは少なく第15図 6を 図示 したにすぎない。その他は口縁部が

直口するか内湾する砲弾形の器形である。口唇部はほとんどが先細 りになっている (第15図10,12

など)が ,やや厚めのもの (第15図19,20な ど)や ,面取 りして平坦になるものもわずかながらあ

る (第15図25,第 16図 10,第 17図 5,13な ど)。 第16図 2や 4の ように突帯が口唇部と密着 してい

るために一見口唇部が厚 くみえるものもあるが,突帯只占り付け前の口唇部はほとんどが先細 りとなっ

ているようである。また口縁部を内側から押さえるため, 日縁部がわずかに外傾または外反するも

のが非常に多い (第15図 16～24な ど)。 これは突帯貼 り付け後にこの部分を押さえたためと思われ

る。

突帯の形は,断面形が二等辺三角形を呈するものが一番多く (第15図 10～19な ど),次にかまぼ

こ形を呈すものが多い (第16図 10,第 17図 3,5～ 17な ど)。 前者はいずれも突帯の上下をつまむ

ようにして調整 しているようで,第17図26の ように突帯がうすい鍔状になるものもある。また,突

帯端部が鋭い稜になるものも一定量みられる (第16図 9,11,15な ど)。 突帯の高さは高いものが

多いが,第15図 15な どのように非常に低いものもある。

突帯の貼 り付け位置はほとんどが口縁部近 くにあり, 日唇部に密着 したものも多い (第 17図 7～

25な ど)。 突帯が口唇部の下方に位置するものは第15図20,25な どわずかである。全体に突帯が口

縁部と一体化 しているといえる。
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文様は亥Jみ 目だけである。口唇部と突帯上に刻み目があるもの,突帯上にだけ刻み目があるもの ,

刻み目がないものがあるが, 口唇部と突帯上の 2ケ所に刻み目があるものはわずかで,第 15図

18,20,第17図 5,13の 4点を図示 したにすぎない。多くは突帯上にのみ刻み目が施されているが ,

刻み目をどこにももたないものも多い。刻み日は深いものが多くまれに浅いものがある (第15図

21,第 16図 2, 7)。 工具は先端の鋭い工具が使用されており,指または棒状工具によるものは確

認 していない。刻み日の形は「 D」 字形,「 V」 字形のみで,「 O」 字に近い「 D」 字もある。

これらの突帯文土器は,前池式に併行するような土器が出土 していないことから,突帯文土器の

中でもやや新 しい時期と思われる。

第18図 2は 2条突帯文土器の胴部突帯である。胴部があまり屈曲しない器形で,内外面ともなで

でていねいに調整されていることから, 2条突帯でもやや新 しいと思われる。

同図 3は重と考えた。口唇部は面取 りされ,そのやや下に断面形が二等辺三角形の突帯が付けら

れている。

同図4～■は底部である。いずれも晩期であろうか。■は内面にクモの巣状の調整痕が残る。

同図12は弥生中期中葉,13は古墳時代後期の甕である。これらはこの包含層の堆積時期を示すと思

われる。

同図14は磨製の石包丁,15は石垂である。
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第14図 石台遺跡A区第 3層出土土器(2)(1:3)
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第17図 石台遺跡A区第 3層出上土器 (5)(1:3)
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(5)その他の遺物 (第 19図 ～第23図 )

S101,SD01,A区 第 3層以外の遺物を出土 した層は,二次堆積上の可能性があリー括性が疑わ

しい。そのため遺構,層位と切 り離 してここで扱 う。

縄文土器 (第19図～第22図 6) 第19図 1～ 13,17は後期の土器で, 1,17が浅鉢, 2～ 6,7,

13が深鉢,11が重である。

1～ 6,Hは磨消し縄文土器である。口縁部の形,沈線文の幅,縄文帯の幅などから,福田K2

式に併行すると思われる。11は沈線が非常に細 く,縄文もまばらである。還状の把手が付けられて

いる。17は無文であるが内面に段がつくことなど,やはり福田K2式の特徴をもつ。 7は 口縁部が

肥厚 し,その上に複合鋸歯文が施される土器, 8tま縄文が施される土器で, ともに彦崎Kl式と思

われる。なお 7の頸部には縄文が施されている。

第19図 14～16,18～ 32,第 20図 1～ 3,6は晩期前半の上器である。14～ 16,19,20,24,25は

口縁部または胴部に沈線文をいれるもので,胴部は屈曲して稜ができる。14～16の表面はていねい

に研磨されている。18,22,32は 無文で調整はやや粗いが胴部が屈曲した器形である。23は胴部に

浅 く広い凹線を引き,頸部にX字文が構かれる。26は 口唇部に内側から刻み目が施されている。第

19図 28～30,第 20図 1～ 3,6は浅鉢である。28,30は深 く広い沈線によって文様が描かれており,

一見 レリーフ状の文様にみえる。29は非常に細い沈線によって縦および斜方向に文様が描かれてい

る。第20図 6は 口縁部にそって深い沈線を引き,それと直交するように垂下する突帯がつけられて

いる。第20図 1～ 3は無文の浅鉢で,晩期前半とする根拠はないが, 1,2の 口唇部が面取 りされ

ていること, 3の 口縁部が屈曲して外反 していることから後半まで下らないと考えた。

第20図 4,5,7は浅鉢である。口唇部が先細 りであることから,突帯文に伴 う浅鉢と考えた。

第20図 9～20,第21図 は突帯文土器である。第20図 8は頸部に山形の沈線文を入れた土器である。

口唇部と突帯に刻み目があるが, 口唇部が先細 りであること,突帯が口唇部にかなり近づいている

ことから,沢田式に併行すると思われる。

この他の突帯文土器は,A区第 3層出上の突帯文土器と同様な特徴を持つ。器形のわかるものは

口頸部がくびれて外反するものはなく,すべて砲弾形の器形である。ほとんどが口唇部が先細 りに

なるもので,面取 りされるのは第21図 14,15のみである。口唇部を内側から押さえるものもかなり

あり (第 20図 9～ 14な ど),面取 りされる14,15も 面取 りというより押さえる意識があったのかも

しれない。突帯の形は上下をともに調整する断面形二等辺三角形を呈するものがほとんどで,突帯

頂部が鋭い稜となるものも多い (第20図 14～20,第 21図 9,15,18な ど)。 第21図 3の ように突帯

が垂れ下がり,突帯下面が未調整のものは少ない。

突帯の貼 り付lj位置は,第20図 9～ 11が 口縁端部よりやや下方であるが,それ以外は突帯と口縁
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部との一体化がかなり進んでいる。第21図 11～21な どは口唇部に完全に接 して付けられている。

刻み日は突帯上にのみ施されるものが一番多く, 口唇部と突帯の2箇所に施されるものは第21図

4だ けである。例外的に突帯上に刻みがなく口唇部のみに刻みがあるものが 1点だけある (第21図

6)。 刻み目がまったく施されないものも多い。

第21図 23は重と思われる。口縁部上端に低いかまばこ形の突帯がつけられている。

第22図 1～ 6は縄文土器の底部である。4は方形の底部である。

第22図 7～19,第23図 1～ 4は弥生土器である。第22図 7～ 18は前期の土器で, 7～10,13,16,17

が重,11,12,14,15,18が 甕である。17に段が付けられている。

第22図 19,第23図 1～ 4は中期の土器で,第22図 19,第23図 1が中期前葉,第23図 2～ 4が中期

中葉である。

第23図 5は土師器甕, 6は須恵器界である。前者は古墳時代中期頃,後者は第 3期の須恵器であ

る。

第23図 7～ 13は石器で, 7,8が石鏃, 9～ 11が剣片,12が打製石斧の基部,13が磨製石包丁で

ある。 9は横長,10,11は縦長の崇〕片で,いずれも背面,腹面とも同一方向から象1離 されている。

11の側縁には小さな剣離が,さ らに両者の側縁には刃こぼれ様の使用痕がみられる。13は刃部のみ

に研磨が施されている。これは大型の石包丁の欠損品とも考えられるが,周縁の摩滅の具合からこ

れが完形の可能性もある。
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第 22図 石 台遺跡 出土上器 (4)(1:3)
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第23図 石台遺跡出土土器・石器 (5)(1～ 5は 1:3,7・ 8は 7:10,9～ 13は 1:2)
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石台遺跡では恩田清氏が1977年 に採集された縄文土器のなかにモ ミ痕のついた土器片があ り,発

見当初から米が弥生時代以前に存在することを示す資料として注 目されていた。この上器は小片で

あるが,調整などから突帯文土器の胴部であることがわかる。現在では突帯文土器の一部は弥生時

代早期とする考え方が主流となりつつあるが,それは置 くとしても,島根県ではこれまでこれ以外

にモ ミ痕がついた突帯文土器の出土はなく,恩田氏が採集されたこの土器は島根県で米の存在を示

す最古の資料であった。

今回の発掘調査で出土 した資料のうち第13図33に 図示 した土器は, これをさらに遡る可能性があ

る。モ ミ痕 と思われる圧痕は,専門家の鑑定が行われてないため断定はできないが,圧痕の形状 ,

圧痕内の筋状の痕跡など,稲の柳 と非常に似ている (図版26下 1)。 この土器は後述するように若

千の検討が必要ではあるが,少なくとも突帯文土器の時期まで下るものではなく,晩期前葉または

初頭の上器と考えられる。もしこの圧痕がモ ミ痕であるなら,山陰地方でも米の初現が縄文時代晩

期前葉まで遡 ることになる。これについては,近年,岡山県総社市南濤手遺跡などで縄文時代後期

の土器にモ ミの圧痕があることが確認されてお り,当地方で晩期前葉に米が存在 していても矛盾す

るものではない。

石台遺跡ではこの他にも弥生時代前期の上器にもモ ミ痕と思われる圧痕がついた土器が 2点出土

している (第 8図 7,図版26下 2,3)。 これ らは上記縄文土器 よりさらに明瞭な圧痕で, 3に は

モミそのものと思われる種子が圧痕内に残っていた (図版26下 4)。 弥生時代前期の上器にモ ミ痕

がある土器は比較的多いが, これはど明瞭なものは珍 しいといえる。ただしこれが本当にモ ミ痕で

あるかどうかは,今後専門家による鑑定が必要であろう。

今回の調査で出土 した土器は縄文時代後期前半,晩期前半,晩期末または弥生時代早期の突帯文

土器が主に出土 している。縄文時代後期の上器は中津式が若干含まれるものの,主体 となるのは福

田K2式 から彦崎Kl式 にかけてである。これは恩田氏採集資料でも同じ傾向がみられ,彦崎K2

式以降の後期の上器は石台遺跡ではまった く出上 していない。また晩期についても突帯文土器直前

の上器や突帯文土器でも古いものはほとんどみられないようである。このことは石台遺跡は縄文時

代後期以降弥生時代にいたるまで連綿とした遺跡ではなく,断続的に人が居住 していたことを示 し

ている。この現象については人々の移動後にまったく違 う人々が移 り住んだというより,同 じ集団

が一定の領域の間を繰 り返 し移動 した結果ではないかと想像される。この周辺の縄文時代遺跡につ

いては実態が把握できていないため,当時の人々の移動領域について考えるには資料が不足 してい

V
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第24図  1・ 2,下鴨倉遺跡 (1は注5,2は 注6よ り)3～ 6,石台遺跡(3は第14図 9,4は 同5,6は 同8,5は 第13図 35と 同一)

るが,将来調査が進めば縄文時代の移動領域を設定することも可能であるう。

なお, これまでふれられることがなかったが,恩田氏採集資料に前期前葉の土器が一片ある (図

版31上)。 これは,C字の爪形文をもつもので,瀬戸内地方の羽島下層Ⅲ式でも新 しく位置づけら

れるものである。島根県の東部平野部では早期末から前期前葉にかけての上器は西川津遺跡,佐太

講武遺跡など比較的多くの遺跡で発見され実態が分かりつつあるが,その後の時期から中期末の間

についてはほとんど解明されていない。石台遺跡でも状況は同じで, この期間は平野部では居住に

適 していなかったのであろうか。あるいはこの時期の遺跡が偶然発見されていないだけかもしれな

いが, これについても今後縄文海進の問題もからめて考えていかなければならないと思われる。

石台遺跡では前述のように縄文晩期の上器が多量に出上 した。このうち,量はやや少ないが,晩

期前半の上器が注目される。島根県では突帯文土器以前の晩期前半の土器は,松江市西川津遺跡 ,

タテチョウ遺跡,益田市安富王子台遺跡などの土器が有名であるが,東部の遺跡である西川津遺跡 ,

タテチョウ遺跡では突帯文直前と思われる土器がほとんどで晩期前葉の土器はあまり出上 していな

い。近年このころの上器は増えつつあるが晩期前葉の上器群として抽出できるものはなく,当地方

では晩期前葉の土器はいままで不明であったといえる。石台遺跡でも各時期の上器が混在 している

ので,晩期前葉の土器群を明確にするには良好な遺跡とはいいがたい。 しかしながらその前後の後

期末および突帯文土器直前の上器がほとんどみられないことから,あ る程度は晩期前葉の土器の実

十ゾ
＝
Ｈ
＝
ハ
〃
π
４
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態を表 していると思われる。

今回晩期前半とした土器は第13図25～36,第 14図,第 15図 1,第19図14～ 16,18～32,第 20図 1

～ 3, 6である。 このうち前葉 と考えたのは第13図 25～36,第 14図,第19図 14～16,18～30,32で

ある。そのなかで胴部が強 く屈曲するもの器形の上器や(第 14図 5～ 9な ど), 口縁部または胴部屈

曲部に平行沈線が入るもの (第13図25～ 36な ど)が―群として抽出できる。これらは表面を研磨さ

れるものがあり,黒色磨研土器の影響をうけたものと考えることができる。このような土器は全形

がわかる例として仁多郡仁多町下鴨倉遺跡の上器がある。これも胴部中程で強 く屈曲して稜がつき ,

口縁部は単純に外反する器形である (第24図 )。 仁多町は広島県境の山間部で当地 とはかなり離れ

ているが,同様な土器が広 く分布 していると思われる。この上器については岩田Ⅳ類土器 として報

告されているが,公表されている岩田Ⅳ類土器には同じ土器はないので「岩田Ⅳ類」と呼ぶのに若

千疑間がある。 しかし,下鴨倉遺跡の上器に沈線間に巻き貝の押捺があること,岩田遺跡の無文粗

製土器に似た器形があることから時期的には岩田Ⅳ類と同じ時期と考えてもよいと思われる。

ここでは比較的理解 しやすいものをとりあげたが、これらの型式学的位置, これに伴 うべき粗製

土器の実態,上記以外に晩期前半とした土器 との前後関係,な ど不明な点は多 く当地での晩期前半

の土器編年は今のところ確定することはできない。今後に期待するところが大きいといわざるをえ

ない。

出土量のもっとも多かった突帯文土器は,西川津遺跡,タ テチ ョウ遺跡 と比較すると, 口縁端部

に特徴がみられる。すなわち, 口唇部が先細 りとなり内側から押さえることによって口縁部が外反

または外傾するものが非常に多い。また刻み目が口唇部に入れられるものは非常に少なく突帯上に

のみ入れられるかまった くないものがほとんどである。これは恩田氏採集の資料をみても同様であ

る。西川津遺跡, タテチョウ遺跡では口唇部が面取 りされ, 日唇部上にも亥Jみ 目が施されるものが

一定量含まれるのとは対照的である。 これは西川津遺跡,タ テチ ョウ遺跡では存在する古い型式が

石台遺跡では欠落 していることを示すのかもしれない。全体としては石台遺跡の突帯文土器群が新

しい様相であり, これを分離 した西川津遺跡, タテチョウ遺跡の突帯文が古 く位置づけられる可能

性がある。突帯文土器の細分についても,今後さらに詳細な分析を加えたうえで検討されなければ

ならない。

以上,石台遺跡出上の上器について縄文晩期を中心に述べた。上述のように当地の晩期の上器は

不明な点が多 く,今後検討されなければならない問題が多い。将来の良好な状態での出土を期待す

るだ1/1で なく,現在ある資料を全体的に観察 し実態を把握することによって,あ る程度の編年は可

能である。層位不明といって無視することなく,分析する必要がある。
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器 種
図

号

挿

番

版

号

図
番

出土地 点
層   位

法  量 (cnl) 形態 の特徴 文 様 手 法 備 考

浅 鉢 7-1 11- 1 S101 磨消縄文,RL ミガキ 縄文後期

浅鉢 7-2 11- 1
S101
N4・5 E7・ 8 暦消縄文,RL ミガキ 縄文後期

深鉢 ? 7-3 11- 1 口縁肥厚 磨消縄文,RL 縄文後期

深 鉢 7-4 11- 1
S101
N4・5 E7・ 8

波状 口縁 沈線文 内面 , ミガキ ? 縄文後期

浅鉢 7-5 11- 1 SЮl 沈線文 縄文後期

深鉢 ? 7-6 11-1 SЮl 沈線文 縄文後期

深鉢 ? 7-7 11-1 S10ユ 磨消縄文,RL 縄文後期

深 鉢 7-8 11-1 S101 磨消縄文 縄文後期

鉢 7-9 11-1
沈線文,胴部縄文 ,

RL ナ デ 縄文後期

浅鉢 ? 7-10 11-1
Ｅ

Ｓ‐

Ｎ
磨消縄文,

3本沈線 ? ＲＬ，豫
内外 , ミガキ

縄文帯に赤色塗彩,縄
文後期

浅鉢 7-11 11-1 S101 ナ デ 縄文後期 ?

深鉢 7 -12 11-1 幅広 のナデ 縄文

浅鉢 7 -13 11-1 S101 口縁肥厚
細密条痕 ?十 サ

縄文後期 ?

深鉢 7 -14 11- 2 縁帯部 複合鋸歯文 縄文後期

7 -15 11- 2 SЮl 日縁肥厚 縄文後期

深鉢 7-16 11- 2
Ｅ

ＳЮ

Ｎ４ 口唇平担
刻 目突 帯 文 (4ヽ

「 D」 字 )
ナ デ 縄文晩期 (前半 ?)

甕 7-17 11-2 口唇刻目文,直線
文4(ヘ ラ)

ミガキ,ハ ケロ すす付着,弥生前期

甕 7-18 11-2 S101 直線文6(ヘ ラ) ナデ ? 弥生前期

甕 7-19 11-2 SЮ l 口唇面取

口唇刻 目文,直線

文15(ク シ 5回 ),

三角形刺突文

ナ デ 弥生中期

一笙 8-1 12- 1
０１
層

ＳＩ
下 突帝上 に刻 目文 ナ デ 弥生前期

士霊 8-2 12- 1
Ｅ

Ｓ‐

Ｎ 突帯上に刻 目文 ヨコナデ 弥生中期

甕 8-3 12- 1 S101 沈線文(ヘ ラ),竹
管状声」突文

ナデ, ミガキ 弥生前期

士霊 8-瑠 l12- SЮl 刺突文(ク シ)
ミガキ,ハケロ,

ナデ 弥生中期

石 台遺 跡 土 器 観 察 表
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器 種
図

号

挿

番

版

号

図

番
出 土 地 点

層   位
法  量 (cnl) 形 態 の 特 徴 文 様 手 法 備 考

更 8-5 12-1
S101
E7・ 8  N4・ 5

下層

？
文・５麟韓＜クシ＞，の

弥生中期

一霊 8-6 12-1 S101 貼付突帯 弥生中期

一霊 8-7 12-1 ヘラ直線文 ミガキ モ ミ痕 あ り,弥生前期

高芥 8-8 12- 2
しばり日, ミカ
キ 弥生中期

高芥 8-9 12-2 SЮl

N9,10 E7 底径 172 端部肥厚 ケヽロ, ナデ 弥生中期

8-10 12-2 SЮ l 底径 99 ハケロ, ミガキ 弥生中期

8-11 12-2 S101 底径 71 ミガキ 弥生中期

8-12 12-2
SЮl

N4・ 5 E7・ 8

下層
底径 75 ナデ. ガ キ 弥生中期

8-13 12-2 SЮl 底径 102 ナ デ 弥生前期

8-14 12-2 底径  83 ナデ, ミガキ 弥生中期

3-15 12-2 剛
Ｎ４．稲

E7'8 底径 40 ナデ. ミガキ 弥生中期

8-16 13- 1 SЮl 底 径 61 弥生前期 ?

8-17 13-1 S101 底径 79 ナデ, ミガキ 弥生中期

8-18 13- 1 S101 底径 7 縄 文

8-19 13- 1 底径 66 ナデ, ミガキ 弥生中期

8-20 13-― ユ 底径 86 弥生前期 ?

8-21 13-1 S101 底径 84 ナデ, ミガキ 弥生中期

9-1 11-2 S101 口径 209 口縁斜格子文 ヨコナデ 弥生中期

重 9-2 11-2 口径

突帯上に刻目文,

日縁部,円形浮文 ,

斜線文

ヨコナデ 弥生中期

士霊 9-3 11- 2 Ｅ

ＳЮ

Ｎ４
擬凹線文 3 ヨコナデ 弥生中期

甕 9-4 13-2 S101
N4・ 5 E7・ 8

日径 127 ヨヨナデ 弥生中期

甕 9-5 13-2 ０．
層

Ы
下

口径 188
口縁凹線文 2,顕
部刻目突帯文

ヨコナデ 弥生中期

甕 9-6 13-2 SE01
N4・ 5 E7・ 8

口径 ミガキ ? 弥生前期または中期

壷 9-7 13-2 S101 口径 230
口翻 般  (ク シ)

内面波状文 (ク シ)

束J突文 (ク シ)

ヨコナデ 弥生中期

養 9-8 13-2 S101 口径 190 口縁凹線文 2
ヨコナデ,ハ ケ

日
弥生中期
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器 種
図
号

挿
番

版

号

図
番

出土 地 点
層   位

法  量 (cID) 形 態 の 特 徴 文 様 手 法 備 考

一箆 9-9 13-2 S101 曰径
口縁 斜 格 子文 (ヘ
ラ)

ヨコナデ 弥生中期

鉢 9-10
Ｅ

ＳЮ

Ｎ４
口径 3 口唇平坦 弥生中期

〓霊 9-11 13- 2 S101

コ縁鋸歯文(ヘ ラ),

内面突帯上に刻 目 ,

刺突文 (ク シ)

弥生中期

高芥 9-12 13-2 SЮ l 口径 口縁鍔状に拡張 ナ デ 弥生中期

高不 9-13 13- 2
０１
層

ＳＩ
下

口径 234 口唇平坦 口唇刻 目文 弥生中期

9--14 12- 1 S101

口唇斜格子文 (ク

シ),内 面突帯上
に亥」目文

ヨヨナデ 弥生中期

士霊 9-15 12-1 S101

日縁凹線文 3,刻
目文,垂下突帝文 ,

丙面牢帯寸
ヨコナデ 弥生中期

甕 9-16 12- l S101 目径 184 ヨヨナデ すす付着,弥生中期

石鏃 10-1 14- ユ S101
長 31 幅 18
厚 06 安山岩

石鏃 10-2 14- 1 SЮl
長 39 幅 24
厚 06

主要剖離面は二
次加工ほとんど
なし

玉髄質

未切

品

擦

成
10-3 14--1

S101
N4・5 E7・ 8

長 37 幅 21
厚 05 両面から擦切り 緑色凝灰岩

石斧 ? 10-4 14-― ユ
０１
層

ＳＩ

上

長

厚
幅 86

雑な剣離
上端および両面に自然
面残る,緻密な石材

石包丁 10-5 14-1
S101
N4・ 5 E7・ 8

下層

長

厚
幅 42

ていねいな研磨 縞状層理明瞭

磨製石

斧基部
10-6 14-1 SЮl

長

厚
幅 39

粒子粗い石材,濃緑色

石 斧 10-7 14-1
S101

N4・5 E7・ 8
上層

長

厚
幅 54

雑 な剥離
両面に大きな自然面残
る

未

？

斧

品

石

成
10-8 14-1 長 5  幅 82

厚 14 雑な剥離 一面 に大 きな 自然面

甕 12- ユ 14-2 SD01 口径 170
ヨヨナデ,ハ ケ

目
弥生中期

短頸壷 12-2 14-2 SD01 口径 83 ミガキ 弥生前期

一霊 12-3 14-2 SDKll 段 ミガキ 弥生前期

壷 12--4 14-2 SD01
内面突帯上に刻目
文,斜格子文

ケヽロ 弥生中期

｝霊 12-5 14-2 SD01
波状文 3(ク ン),

直線文 3(ク シ)
ケヽロ 弥生中期

12-6 14- 2 SD01 底径 55 ハケロ,ナ デ 弥生前期

12-7 14-2 SD01 底径 50 弥生中期

12-8 14-2 SDl11 底径 74
ナデ,ハ ケロ,

ミガキ 弥生前期

12-9 14-2 SD01 底径 54 底厚ヽ ナ デ 弥生前期
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版
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図
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法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 文 様 手 法 備 考

12-10 14-2 SD01 底径 78 ケヽロ 弥生前期

劉片 12-11 14-2 SD01 長 40 幅 5盟

厚 25
背復とも同一方
向の剣離

玉髄質

深 鉢 13-1 15-1 区
層

Ａ

３ 波状 口縁 磨消縄文 ? R? 縄文後期

深鉢 ? 13-2 15- 1
区
層

Ａ

３
波状 口縁 ? 暦消縄文 ? R? 縄文後期

13-3 15-1 区
層

Ａ

３ 磨消縄文,RL ナデ, ミガキ 縄文後期

深 鉢 13-4 15- 1
区

層
Ａ

３ 磨消縄文,RL ナ デ 縄文後期

13-5 15-1
区

層
Ａ

３ 磨消縄文,RL ナデ,
ガ キ 縄文後期,沈線太い

13-6 15--1
区

層
Ａ

３
沈線 のみ 縄文後期

13-7 15-1 A区 渦巻状 の突起 磨消縄文,RL? 縄文後期 ,渦巻状 の突

起

深鉢 ? 13-8 15-1
区

層

Ａ

３ 磨消縄文,RL ナ デ 縄文後期

深鉢 13-9 15-1
区

層

Ａ

３ 磨消縄文,RL 縄文後期

深鉢 13-10 15--1
区
層

Ａ

３
波状口縁 波頂部 に刻 目 縄文後期

13-11 15-1
区

層

Ａ

２ 隆帯文 ナデ ? 縄文後期 ?

双耳壷 13-12 15--1
区

層

Ａ

３
4方向の孔,渦巻

文
縄文後期

双耳豆 13-13 15-1 区
層

Ａ

３ 縦方 向の孔

鉢 13-14
区
層

Ａ

３
口縁肥厚 ナデ ? 縄文後期

浅鉢 13-15 15-1
区

層
Ａ

３
波状 口縁 ,沓形 ナ デ 縄文後期 ?

鉢 13-16 15-2 区
層

Ａ

３ 細沈線文 ナ デ 縄文後期

13-17 15-1
区

層
Ａ

３
沈線文 ナ デ 縄文後期

13-18 15-2
区

層
Ａ

３
3本沈線 ナ デ

鉢 13-19 15-2 区
層

Ａ

３
口縁肥厚 口縁縄文,RL? ナ デ 縄文後期

13-20 15-2
区

層
Ａ

３
条線 ナ デ 縄 文

13-21 15-2 区
層

Ａ

３
太い沈線文 ミガキ

13-22 15-2
区

層
Ａ

３
条線 ナ デ 縄文後期

13-23 15-2 区

層
Ａ

３ 沈線文
ナデ,二枚貝条
痕 ?

縄文後期か ?
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深鉢 13-24 15-2
区

層

Ａ

３ 強いナデ 縄文後期 ?

13-25 15-2 区
層

Ａ

３
口唇面取 沈線文 ミガキ 縄文晩期

13--26 15-2 A区
3層 沈線文 ガ キ ナ デ 縄文晩期

13-27 15-2
区

層
Ａ

３
口唇面取 沈線文 ミガキ 縄文晩期

13-28 16-I A区
3層

口縁 内傾 沈線文 ミガキ 縄文晩期

13-29 16-1
区

層
Ａ

３ 沈線文 ナ デ 縄文晩期

13-30 16-1 区
層

Ａ

３
口縁端部平坦 沈線文 ミガキ,ナデ 縄文晩期

13-31 16-ユ
区

層
Ａ

３
波状 口縁 沈線文 ミガキ 縄文晩期

13--32 16-2
区

層
Ａ

３

口縁内傾,日唇
面取

沈線文 ナ デ 縄文晩期

浅鉢 13-33 16-2
区
層

Ａ

３ 沈線文 ミガキ 縄文晩期,モ ミ痕あり

浅鉢 13-34 16-1
区

層
Ａ

３
日縁短 ヽ 沈線文

ナデ,ケ ズリ+
ナデ 縄文晩期

浅鉢 13-35 16-1
区
層

Ａ

３
口径 250 内外に沈線文 ミガキ 縫文晩期

浅鉢 13-36
区

層
Ａ

３
口唇面取 沈線文,短沈線 ナ デ 縄文晩期

14-1 16-1
区

層
Ａ

３
胴部屈 曲, 日唇

面取
ナ デ 縄文晩期

14-2 16--1
区

層
Ａ

３
胴部屈曲 ナ デ スス付着,縄文晩期

深鉢 14-3 16-1
区

層
Ａ

３
口唇面取 ナ デ 縄文晩期

浅鉢 14-4 16-2
区

層
Ａ

３
口径 ナデ,ケ ズリ? 縄文晩期

14-5 16-2
区
層

Ａ

３
胴部径 292 胴部屈曲 沈線文 ミガキ 縄文晩期

14-6 16-2 区

層
Ａ

３
口径

口唇面取,胴部
屈曲

ミガキ 縄文晩期

14-7 16-2 区
層

Ａ

３
胴部径 210 胴部屈 曲 ナデ ? 縄文晩期

14-8 16-2 区

層
Ａ

３
』同常$Cを 160 胴部屈曲 ナ デ 縄文晩期

深鉢 14-9 16-2 区
層

Ａ

３
口径 22 8

口縁内傾,波状
口 縁

ミガキ スス付着,縄文晩期

深鉢 14-10 16-2 区

層
Ａ

３
口径 244 口唇面取り ナデ,木擦過 縄文晩期

14-11 16-2
区

層
Ａ

３
底径 40 コップ形 細沈線文 ナ デ 縄文晩期

浅鉢 14-12 16-2
区

層
Ａ

３
口唇肥厚 ミガキ 縄文晩期
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深鉢 14-13 16-2
区

層

Ａ

３ 浅い沈線文 ナデ. ガ キ 縄文晩期

14-14 16-2
区

層
Ａ

３
浅 い沈線文 ナデ, ガ キ 縄文晩期

14-15 17-1
区
層

Ａ

３
口径 80 小型の器形 ナ デ 縄文晩期

14-16 17-1
区

層
Ａ

３
口縁に稜 ミガキ,ナ デ ? 縄文晩期

深鉢 15- 1 17-1
区

層

Ａ

３
口唇刻 目文

ナデ, 2枚 貝条

痕
縄文晩期

浅鉢 15-2 17-1
区

層

Ａ

３

口縁端部折 り返
し

ナ デ 縄文晩期

浅鉢 15-3 17--1
区
層

Ａ

２
口径 140 日縁端部折り返

し
ナ デ スス付着,縄文晩期

浅鉢 15-4 17-1
区

層

Ａ

３
口径 日唇外反 ミガキ,ナ デ 縄文晩期

深鉢 15-5 17-1
区

層
Ａ

３
内面二枚貝条痕 ,

外面木擦過
縄文晩期

深鉢 15-6 17-1 区
層

Ａ

３
刻目突帯文 (「 V」

字)
ナ デ スス付着,突帯文期

深鉢 15-7 17-1
区
層

Ａ

３
突帯低 ヽ

刻目突帯文 (「 V」

字)
ナ デ 突帯文期

深鉢 15-8 17-1
区

層
Ａ

３
突帯文 ナ デ 突帯文期

深鉢 15-9 17- 1
区
層

Ａ

３
口唇外反

刻 目突帯文 (「 V」

字 )
ナ デ 突帯文期

深鉢 15-10 17-2
区

層
Ａ

３

口唇わずかに外
反

亥U目 突 帯文 (「 D」

字 )

ナデ,木擦過 突帯文期

深鉢 15-1ユ 17- 1
区

層
Ａ

３
口唇内側平坦面 突帯文 ナデ,木擦過 突帯文期

深鉢 15-12 17- 2
区

層
Ａ

３

口唇わずかに外
傾

突帯文
木擦過,突帯下
面未調整

突帝文期

深鉢 15-13 17-2
区

層
Ａ

３
口唇やや厚ヽ

刻 目突帝文 (「 D」

字)
木擦過 突帯文期

深鉢 15-14 17-2 区
層

Ａ

３
小型の器形

刻目突帯文 (「 V」

字)
ナ デ 突帝文期

深鉢 15-15 17- 2
区

層
Ａ

３
突帯低 い

刻 日突帝文 (「 V」

字)

ナ デ 突帯文期

深鉢 15-16 17- 2
区
層

Ａ

３
突帯文 ナデ,木擦過 ? 突帝文期

深鉢 15-17 15-2
区

層

Ａ

３
口径

口唇わず かに外

傾

刻目突帯文 (「 V」

字)

ナデ,木擦過 ? 突帯文期

深鉢 15-18 15-2
区

層

Ａ

３
口唇外反

口唇,突 帯刻 目
(「 D」 字)

木擦過 突帯文期

深鉢 15-19 15-2
区

層

Ａ

３

口唇 わずかに外
傾

刻目突帯文「 D」

字
外面擦過 ?

面二枚貝条痕
内

突帯文期

深鉢 15-20 15-2 区
層

Ａ

３
口唇面取

口唇,突 帯刻 目
(大 きな「 V」 字)

内面二狭貝条痕 ,

外面擦過
突帯文期

深鉢 15-21 15-2 区
層

Ａ

３
日唇外反

刻 目突帯文「 O」

字
内面二枚貝条痕 ,

外面ケズリ 突帯文期
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深 鉢 15--22 18--1
区

層

Ａ

３
口唇外反

刻 目突 帯文 (「 DJ
字)

ナ デ 突帯文期

深 鉢 15-23 18-1
区

層

Ａ

３

口唇わずかに外
傾

刻 目突帯文「 DJ 木擦過 突帯文期

深 鉢 15--24 18-1
区

層

Ａ

３

口唇 わずかに平
TH

亥」目突帯文 (「 D」

字 )
木擦過 突帯文期

深鉢 15-25 18-1 区
層

Ａ

３
口唇面取

亥U目 突帯文 (「 V」

字)

痕条貝
過

枚

擦
二
木 突帯文期

深鉢 16-ユ 18-1
区

層

Ａ

３
口唇外反

刻 目突 帯文 (「 D」

字 )
木擦過 突帯文期

深鉢 16-2 18-1 区
層

Ａ

３
刻 目突 帯文 (「 V」

字 )
木擦過 突帯文期

深鉢 16-3 18-1
区
層

Ａ

３
口唇外傾

刻 目突 帯文 (「 V」

字 )
木擦過 突帯文期

深 鉢 16-4 18--1
区

層
Ａ

３
刻 目突 帯文 (「 D」

字 )
木擦過 突帯文期

深鉢 16-5 18-1 区
層

Ａ

３
口唇外傾

刻目突帯文 (「 VJ
字)

木擦過 ? 突帯文期

深 鉢 16-6 18-1
区

層
Ａ

３
口唇外反

刻 目突帯文 (「 O」

字 )
ナデ,木擦過 突帯文期

深鉢 16-7 18-1 区
層

Ａ

３
口唇外傾

亥1目 突帯文 (「 DJ
字)

ナデ,ケ ズリ 突帯文期,刻 目tよ 突帯
下面 に施文

深鉢 16-8 18- ユ
区

層
Ａ

３
口唇外傾

刻 目突 帯文「 D」
字

ナデ,木擦過 突帯文期

深鉢 16-9 18-2 区

層
Ａ

３
日径 171 口唇外傾 突帯文 ナ デ 突帯文期

深鉢 16-10 18-2 区
層

Ａ

３
口唇平坦

亥J目 突 帯文 (「 V」

字 )
ナデ,木擦過

突帯文期 ,亥1目 は突帝
上部 に施文

深鉢 16-11 13-2 区

層
Ａ

３
口唇外傾

刻 目突 帯文「 D」

字
ナデ,ケ ズリ 突帯文期,刻 目は突帯

下面 に施文

深鉢 16-12 18-2
区

層
Ａ

３
口唇外反

刻目突帯文 (「 V」

字)

木擦過
突帯文期,亥 1目 は突帯
下面 か ら施文

深鉢 16-13 18-2 区
層

Ａ

３
刻日突帝文 (大 き
な「VJ字 )

ナデ,木擦過 ? 突帝文期

深 鉢 16-14 18-2
区

層
Ａ

３
口唇外傾

刻目突帯文 (「 OJ
字)

木擦過 突帯文期

深鉢 16-15 18-2
区

層
Ａ

３
口唇外反 突帯文 ナ デ 突帯文期

深鉢 16-16 18-2
区

層
Ａ

３ 小型の器形 突帯文
ナデ,ケ ズリ+
ナデ 突帯文期

深鉢 17- 1 18-2
区

層

Ａ

３
口唇平坦 突帯文 木擦過 突帯文期

深鉢 17-2 18-2
区

層

Ａ

３
口唇外反 突帯文 ナ デ 突帯文期

深鉢 17-3 18-2
区

層

Ａ

３
口唇平坦

刻 目突 帯文 (「 D」

字 )

ナ デ 突帯文期

深 鉢 17-4 18-2
区

層

Ａ

３
口径 日唇外反 突帝文 ナ デ 突帯文期

深鉢 17-5 19-1 区
層

Ａ

３
口唇平坦

口唇,突 帯刻 目
(「 V」 字)

二枚貝条痕,木
擦過

突帝文期,施文具は二

枚貝か
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深鉢 17-6 19-1
区
層

Ａ

３

口唇内湾,突帯
かまばこ形

亥U目 突帯文 (「 V」

字)
ナ デ 突帯文期

深鉢 17--7 19-1
区

層

Ａ

３
口径 230 突帯かまぼ こ形 突帯文 ナデ,ケ ズリ 突帯文期

深鉢 17-8 19-1
区

層
Ａ

３
突帯 かまぼ こ形

刻 目突 帯 文「 V」

字
ナデ,ケ ズリ 突帯文期

深鉢 17-9 19-1
区

層
Ａ

３
刻目突帯文 (「 V」

字)

ナ デ 突帯文期

深鉢 17-10 19-1
区

層
Ａ

３
突帯かまばこ形 ,

日唇外傾
刻 目突 帝文 (「 O」

字 )
木擦過

突帯文期,施文具他 と

違 う

深 鉢 17-11 19-1
区

層

Ａ

３

口唇わずかに外
傾

刻 目突 帝文 (「 D」

字 )

ナ デ 突帯文期

深鉢 17-12 19-1
区

層

Ａ

３

日唇 内湾,突帝
かまば こ形

突帯文 ナデ,木擦過 ? 突帯文期

深鉢 17-13 19-1
区

層

Ａ

３
小型の器形

口唇 ,突 帯 刻 目

(「 D」 字 )

ナデ,木擦過 突帯文期

17-14 19-1
区

層

Ａ

３

口唇上に突帯被
る

突帯文 ナ デ 突帯文期

深鉢 17-15 19-1 A区
3層 突帯かまぽ こ形 突帯文 ナ デ 突帯文期

深鉢 17-16 19--1
区

層
Ａ

３
口唇外傾 突帯文 ナ デ スス付着,突帯文期

深鉢 17--17 19-2
区
層

Ａ

３
突帯 かまば こ形

刻 目突帯文 (「 DJ
字)

木擦過 突帯文期

深鉢 17-18 19-2
区

層
Ａ

３

口唇わずかに外
反

突帝文 木擦過 突帯文期

深鉢 17-19 19-2
区
層

Ａ

３

口唇わずかに外
反

刻目突帝文(O」
字),日 唇内面沈
籠す

二枚貝条痕 ? 突帯文期

深鉢 17-20 19-2
区

層
Ａ

３
突帯かまば こ形

刻 目突帯文 (「 V」

字 )
木擦過 突帯文期

深鉢 17--21 19-2
区

層

Ａ

３
日唇内湾

刻目突帯文 (「 VJ
字)

ナ デ
刻 目は突帯上面か ら施

文,突帯文期

深鉢 17-22 19-2
区
層

Ａ

３
突帯かまぼ こ形 突帯文 ナ デ スス付着,突帯文期

深鉢 17-23 19-… 2
区

層
Ａ

３
突帯か まぼ こ形 突帯文 ナデ,木擦過 突帯文期

深鉢 17--24 19-2
区
層

Ａ

３
口唇 内湾 突帝 文 ナデ,木擦過 突帯文期

深鉢 17-25 19-2
区
層

Ａ

３
口唇内湾 突帝文 ナデ,木擦過 突帯文期

深鉢 17-26
区

層
Ａ

３
口唇外反 突帯文 ナ デ 突帝文期

深 鉢 18- 1 19-2
区
層

Ａ

３
口径 300 突帯文 擦過 突帝文期

深鉢 18-2 19-2 区
層

Ａ

３
突帯文 ナ デ 胴部突帯,突帯文期

壷 18-3 19-1
区

層
Ａ

３
口唇平坦 突帯文 ナ デ 突帯文期

18-4 20-1
区
層

Ａ

３
ナデ,擦過 縄文晩期
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18-5 20-1
区

層
Ａ

３
底 径 ナ デ 縄文晩期

18-6 20-1
区
層

Ａ

３ 中央凹も ナ デ 縄 文

18-7 20-1
区

層
Ａ

３
底径 60 ナ テ 縄文晩期

浅鉢 ? 18-8 20--1
区
層

Ａ

３
底径 68 ミガキ,ナ デ 縄文晩期

18-9 20-― ユ
区
層

Ａ

３
底径 94 ナ デ 縄文

18-10 20-1
区

層
Ａ

３
底径 46 ケズリ,ナ デ 縄文

18-11 20-1
区

層
Ａ

３
中央 や や凹 む

内面クモの巣状
の擦過

縄文

甕 18-12 20-1
区

層
Ａ

３
口ぞ&200 口唇肥厚 口縁凹線文 ? ヨコナデ,ナ デ 弥生中期

甕 18-13
区

層
Ａ

３

ナデ,ケ ズリ
ハケロ 古墳後期

石包丁 18-14 20-1
区

層
Ａ

３
長 47 幅 47
厚 07 黒色の粒子細 かい石材

石鍾 18-15 20-1
区

層
Ａ

３
長 67 幅 54
厚 15

浅鉢 19-1 20-2
Ｅ５

層

Ｎ

２ 水平 口縁 磨消縄文,RL ナデ? ミガキ 縄文後期

深鉢 19-2 20-2 N3 E6
4層

日唇平坦 磨消縄文,RL ミガキ? ナデ? 縄文後期

深鉢 19-3 20-2
Ｅ３

層

Ｎ

２
波状 口縁 ? 口

唇平坦
磨消縄文,RL 縄文後期

深鉢 ? 19-4 20-2
区

層

Ｂ

２ 突起 ? 磨消縄文,RL ナ デ 縄文後期

19-5 20-2 N3
4層

E4 磨消縄文 (縄 文の
有無は不明)

ナデ ? 縄文後期

19-6 20-2
Ｅ５

層

Ｎ

２ 磨消縄文,LR ミガキ 縄文後期

鉢 ? 19-7 20-2 N3 E6
2層

口縁複合鋸歯文 ,

頸部縄文,RL ミガキ,ナ デ 縄文後期

19-8 20-2
Ｅ４

層

Ｎ

４ 縄文,RL ミガキ 縄文後期

19-9 20-2
区

層

Ｂ

２
口縁肥厚 ナデ ? 縄文後期

深鉢 ? 19-10 20-2 区
層

Ａ

２
内面ていねいな
ナデ 縄文後期

壺 ? 19-11 20-2
Ｅ５

層

Ｎ

２ 把 手 暦消縄文,RL ナ デ 縄文後期

19-12 20-2
区

層
Ａ

２
縄文 ナ デ 縄文後期

深鉢 19-13 21- 1
N4 E6
2層

日唇平坦面 ナ デ 縄文後期

浅鉢 19-14 121-
区

層

Ａ

２
口唇平坦 沈線文 ミガキ 縄文晩期
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浅 鉢 19-15 21-1 区
層

Ｂ

３ 沈線文 ミガキ 縄文晩期

19-16 21-1 区

層
Ａ

２ 眈線文 ミガキ 縄文晩期

浅鉢 19-17 21-1 N6 E7
2層 内面 に段 ガキ

, 擦過 縄文後期

深鉢 19-18 21--1
区
層

Ｂ

２ 胴部鈍 く屈曲 ナデ,擦過 縄文晩期

19-19 21-1 A区
2・ 3層 口縁 内傾 沈線文 ナ デ 縄文晩期

19--20 21-1
Ｅ３

層

Ｎ

２ 胴部屈 曲 沈線文 ナデ, ガ キ 縄文晩期

深鉢 19--21 21-1 区

層
Ａ

２
ナ デ 補修孔,縄文後期

19--22 21- 1
区
層

Ｂ

２ 胴部屈曲 擦過,ナ デ 縄文晩期

深鉢 19-23 21- ユ
区
層

Ａ

２
「 X」 字の細沈線
下に浅い凹線

ナデ, ミガキ 縄文晩期

19-24 21-2 区
層

Ｂ

２

口 縁 ,

文

胴部 に沈線
ガキ,

ナ デ 縄文晩期

19-25 21-2
区

層
Ａ

２
胴部屈曲 沈線文 ミガキ すす付着,縄文晩期

19--26 21-2 A区 内面刻 目文 ナデ ? 縄文晩期

19--27 21-2
区

層
Ａ

２

口唇面取 ,小型
の器形

ナ デ 縄文晩期

浅 鉢 19-28 21-2 区

層

Ｂ

３ 沈線文,段 ナデ, ガ キ 縄文晩期

19-29 21-2 区

層

Ａ

２ 細沈線文 ナ デ 縄文晩期

浅鉢 19--30 21-2
Ｅ３

層

Ｎ

２ 沈線文 縄文晩期

深鉢 19--31 21-2 A区 山形突起 ? ナ デ 縄文晩期

19-32 21- 2
A区
2・ 3層 胴 部 屈 曲 ミガキ 縄文晩期

浅鉢 20-1 21-2
区

層

Ａ

２
口唇面取 ナデ, ミガキ 縄文晩期

浅鉢 20-2 21-2
区

層

Ｂ

３
日径 2 口唇面取 ナ デ 縄文晩期

浅鉢 20-3 22-― ユ B区 口径 266 口唇面取 ナデ? ミガキ? 縄文晩期

20-4 22-1
区

層

Ｂ

３
口唇折 り返す ナ デ スス付着,縄文晩期

浅鉢 20-5 22-1 区
層

Ａ

２
ガキ

,
ナ デ 縄文晩期

浅鉢 20-6 A区
2・ 3層

口径 132 口唇面取 沈線文 ,垂下突帯 ナデ, ミガキ 縄文晩期

浅鉢 20-7 22-1 N3 E6
4層

二枚貝条痕 ,ナ スス付着,縄文
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浅鉢 20-8 22-1 N3 E6
4層

日唇突帯刻目,細
沈線文

擦過 突帯文期

深 鉢 20-9 22-1 区
層

Ａ

２
口唇外反

刻 目突 帯 文 (大 き
な「 D」 字 )

ナ テ
突帯文期,刻 目施文具
は二枚只か

深鉢 20-10 22-1
区

層

Ｂ

３ 口唇外反 刻 目突帯 (「 V」 字 ) ナデ ? 突帯文期

深鉢 20-11 22-2
区

層

Ｂ

３
口唇外傾

刻目突帯文 (「 V」

字)

二枚貝条痕 ?

ケズリ 突帯文期

深鉢 20-12 22-2
区

層

Ｂ

３
突帯かまぽこ形 ,

日唇外傾

刻 目突 帝文 (「 V」

字 )
ナ デ 突帯文期

深 鉢 20-13 22-2
Ｅ４

層

Ｎ

４
口唇外傾 刻 目突帯文「 DJ 擦過 突帯文期

深 鉢 20-14 22-2 Ｅ５

層

Ｎ

２
口唇外傾

刻 目突帯文 (「 V」

字 )
ナ デ 突帯文期

深 鉢 20-15 22-2
区

層

Ｂ

３
口唇内湾

亥J目 突帯文 (「 V」

字)
ナ デ 突帝文期

深鉢 20-16 22-2 N3 E6
4層 突帯文 ナ デ 突帯文期

深鉢 20-17 22-2 区
層

Ｂ

３
口唇外反

刻目突帯文「 V」

字
ナ デ スス付着,突帯文期

深鉢 20-18 22-2 A区 突帯文 ナデ,擦過 突帯文期

深鉢 20-19 22-2
区

層 口唇外反
刻目突帯文 (「 V」

字)

ナ デ スス付着,突帯文期

深鉢 20-20 22-2
区

層 突帯文 ナ デ スス付着,突帯文期

深鉢 21-1 22-2
区

層
亥J目 突帯文 (「 V」

字 )
ナデ, 擦過 突帯文期

深鉢 21-2 22-2
区

層

Ａ

２ 突帯支 ナ デ 突帯文期

深鉢 21-3 23-〕
N5 E7
2層 突帯文 ナ デ 突帯文期

深鉢 21-4 23-― ユ
区

層

Ｂ

３
口唇突帯刻 目文 ナデ,擦過 突帝文期

深鉢 21-5 23--1
区

層

Ｂ

２
刻 目突帯文 (「 D」

字 )
ナ デ

刻目は突帯下面から施
文,突帯文期

深 鉢 21-6 23-1
区

層

Ｂ

ｌ
口唇刻目(「 V」 字) ナ デ

スス付着,突帯に刻目
なしか,突帯文期

深 鉢 21-7 23-1 N5 E7
2層 突帯文 ナ デ

突帯上に沈線次の線,

突帯文期

環鉢 21-8 23-1 区
層

Ｂ

３
口唇外反 突帝文 擦過,ナ デ 突帯文期

深鉢 21- 9 23-1
区

層

Ｂ

２
日唇外傾 突帯文 擦過, ナデ 突帯文期

深鉢 21-10 23-1
区

層

Ｂ

３
口唇外反 突帝文 ナデ,擦過 突帯文期

深鉢 21--11 23-1
区

層

Ｂ

２
口唇外傾 突帝文 ナデ,擦過 突帯文期

深鉢 21--12 23-1
区

層

Ｂ

３ 突帯文
粗いミガキ ?

擦過,ナ デ
スス付着,突帯文期
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深 鉢 21-13 23-1
Ｅ３

層

Ｎ

４
口唇外傾

亥U目 突帯文 (「 D」

字 )
擦過 突帯文期

深鉢 21-14 23-1
区

層

Ｂ

３

口唇 内傾す るよ

うな平坦面, 日
縁大 き く開 く

刻 目突 帯文 (「 D」

字 )
療過

焼成前の穿孔か? 突
帯文期

深鉢 21-15 23-2
Ｅ５

層

Ｎ

２
日唇平坦 突帯文 ナ デ 突帯文期

深鉢 21-16 23-2 区
層

Ａ

２
突帯かまぽ こ形 突帯文 ナ デ 突帯文期

深鉢 21-17 23-2 N5 E6
2層

刻 目突帯文 (「 V」

字 )

ナ デ 突帯文期

深鉢 21-18 23-2 N3 E6
4層

口唇外反 突帯文 ナデ,ケ ズリ 突帝文期

深鉢 21-19 23-2
区

層

Ｂ

３

非常に浅い刻目文
(「 V」 字)

ナ テ 突帯文期

深鉢 21-20 23-2
区
層

Ａ

２
口唇外反

刻目突帯文 (「 V」

字)

ナデ, 擦過 突帯文期

深鉢 21--21 23-2 A区
2・ 3層

日径 148 胴部張 る 突帝文 ナデ, 擦過 突帯文期

深鉢 21--22 23-2
区

層
口径 172 胴部張 る 突帯文 ナ デ 突帯文期

重 ? 21-23 23-2
Ｅ３

層

Ｎ

４

口縁玉縁状の突

帯
突帯文 ナ デ 突帯文期

深鉢 21-24 23-2 N3
4層

日径 340 口唇外反 突帯文 擦過 突帯文期

22-1 23-2 N3 E7
2層 底 径 擦過 縄文晩期

22-2 23-2 Ｅ５

層

Ｎ

２
底径 ガキ

, ナ デ 縄文晩期

22-3 24-1 区
層

Ｂ

２ 底径 90 縄文晩期

22-4 24-1 N3 E5
2層

方形 の底部,縄文

22-5 24-1
Ｅ３

層
Ｎ

２
底径 35 小型 の器形 指圧 縄 文

22-6
区

層

Ｂ

２
底径 48 ナデ,ケ ズリ 縄文晩期

壷 22-7 24-1
区

層
Ａ

２
羽状文 ナデ? ミガキ? 弥生前期

圭霊 22-8 24-1
Ｅ５

層

Ｎ

２

幅広の突帝上に沈
線

ケヽロ. ナデ 弥生前期

重 22-9 24--1
Ｅ４

層

Ｎ

４

，
顔

文
色

目
赤

刻

に

に
近

上

付

帯

帯

突

突

料
ナデ, ガ キ 弥生前期

22-10 24-1 B区
粘土層

突帯上 に刻 目文 ナデ? ミガキ 弥生前期

甕 22--11 24-1 B区 沈線文4(ヘ ラ)

デ

デ

ナ

ナ

ハケロ,

弥生前期

甕 22-12 24-1
区

層
円形刺突文,沈線
文4(ヘ ラ)

弥生前期

一宝 22-13 24-1
区

層

Ｂ

２
沈線間に竹管文 ナデ ? 弥生前期
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甕 22-14 N3 E4
4層 沈線文9(ヘ ラ)

ナデ,ハケロ,

ナデ 弥生前期

甕 22-15 24-1
Ｅ４

層

Ｎ

２
沈線文 5,円形刺
突文

ナ デ 弥生前期

22-16 24-2
区

層

Ｂ

２ 底径 94 ガキ, ナ デ 弥生前期

壷 22-17 N3 E5
2層

口径 30.2 段 ミガキ,ナ デ 弥生前期

甕 22-18
区

層

Ｂ

２
口径 318 沈線文2(ヘ ラ) ハケロ,ナ デ 弥生前期

甕 22-19 24-1
区

層

Ｂ

２
沈線文10(ク シ),

日唇亥J目 文
ナデ,ハケロ? 弥生中期

鉢 23-1 26-1
Ｅ５

層

Ｎ

２
口径 186 ナデ,ハケロ 弥生前期

一霊 23-2 26-1
Ｅ４

層

Ｎ

２
日径 20,8 斜格子文 ガキ. ナ デ 弥生中期

鉢 23-3 26-1
層

区

土
Ｂ
粘

口径 212 口唇平坦 突帯上 に刻 目文 ナ デ 弥生中期

養 23-4 26--1
Ｅ５

層

Ｎ

２
口径 口唇肥厚

ナデ,ハケロ,

ナデ 弥生中期

菱 23-5 26-1 区

層
Ａ

２
ケズリ, ヨコナ

古墳後期

芥 23-6 26-1
区

層
Ａ

２
回転 ナデ 須恵器 3期

石鏃 23-7 長

厚
幅 17

安山岩

石鏃 23-8 長 28幅 19
厚 05 黒曜石,摩減著しヽ

剣片 23-9
Ｅ３

層

Ｎ

２
長 21 幅156
厚 07

背腹とも同一方
向の劉離

安 山岩 ?

剣片 23-10
Ｅ５

層

Ｎ

２
長 45 幅 23
厚 10

背腹とも同一方
向の剣離

玉髄質,上部につボれ

剣片 23-11
N5 E7
2層

長 46 幅 22
厚 14

背腹とも同一方
向の劉離

玉髄質,上部につぶれ

石斧基
部

23-12 24-2 N4 E6 長 73幅 74
厚 20 側縁に粗い劉騨 両面に自然面残る

石包丁 23-13 24-2 B区
2層

長 73 幅 82
厚 1.0

刃部 に研磨痕
(劉離痕残る)

両面 に自然面残 る
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図版 1

石台遺跡周辺の地形 (1990年撮影)



石台遺跡近景 (1990年 )

石台遣跡近景 (1977年頃の風景,恩 田清氏撮影)



図版 3
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B区全景 (調査後 )

B区竪穴住居跡状遺構



図版 4
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B区竪穴住居跡状遺構遺物出土状況

B区竪穴住居跡状遣構土層堆積状況 (1)



図版 5
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B区竪穴住居跡状遺構土層堆積状況 (2)

B区竪穴住居跡状遺構土層堆積状況 (3)



図版 6
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B区溝状遺構

B区溝状遺構土層堆積状況



図版 7
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B区溝状遺構遺物出土状況

A区全景



図版 8
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A区土層堆積状況

同 細部



図版 9

A区土層堆積状況 (西端部分 )

A区第 3層遺物出土状況
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A区遺物出土状況

調 査 風 景
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石台遺跡SЮl出土土器 (1:3)
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石台遺跡SЮ l出土土器 (1:3)
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石台遺跡SЮl出土土器 (1:3)

石台遺跡SЮl出土土器 (1:3)
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石台遺跡SЮl出土土器 (1:2)
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石台追跡SЮ l出土土器 (1:3)
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石台遺跡SЮl出土石器 (1:2)
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石台遺跡SD01出土上器・石器 (1:3)
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石台遺跡A区第 3層 出土土器 (1:3)
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石台遺跡A区第 3層 出土土器 (1:3)
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石台遺跡A区第 3層 出土土器 (1:3)
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石台遺跡A区第 3層 出土土器 (1:3)
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石台遺跡A区第 3層 出土土器(1:3)

石台遺跡A区第 3層出土土器(1:3)
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石台遺跡A区第 3層出土土器(1:3)
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石台遺跡A区第 3層 出土土器 (1:3)
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石台遺跡A区第 3層 出土土器 (1:3)
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石台遺跡A区第 3層 出土土器 (1:3)
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石台遺跡A区第 3層 出土土器・石器 (1:3)
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石台遺跡出上土器 (1:3)



石台遺跡出土上器 (1:3)
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石台遺跡出土土器 (1:3)
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石台遺跡出上土器 (1:3)
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石台遺跡出土土器(1:3)
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石台遺跡出土土器(1:3)
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石台遺跡出土土器 (1:3)
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石台遺跡出土土器(1:3)
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石台遺跡出土土器・石器 (1:2)
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石台遣跡出土石器 (表)(1」 )
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石台遺跡出土石器 (裏)(1:1)
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石台遺跡出土土器 (1:3)

モミ圧痕およびモミ(1,第13図 332.第 8図73.弥生前期底部 4.3の 中に残存したモミ)
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石台遺跡周辺の風景 (1977年当時,恩田清氏による)

石台遺跡1977年の調査地点(同 )
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石台遺跡土層堆積状況個)

石台遺跡土層堆積状況 (同 )
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石台遺跡遺物出土状況(同 )

石台遺跡遺物出土状況(同 )
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石台遺跡遺物出上状況(同 )

石台遺跡「炉跡状遺構」(同 )


